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1 はじめに  

近年，行政における政策評価などさまざまな分野に  

おいて，蓄積されたさまざまな情報を用いて「評価」す  

ることにより施策優先順位付けを行い，その裏づけと  

なる「要因分析」の結果を合わせて，情報を意思決定  

や仮説立案に生かしたいというニーズが高まっている．  

また，マネジメント・サイクルにおける「評価」の重要  

性も見直されつつあるrlト   

そこで本稿では，マネジメント・サイクルの中で重要  

となる事前・事後評価の手法を体系化し実装した手法プ  

ログラム集と，分析を行う手順をまとめた分析方法論  

からなる「評価指向分析ソリューション」を提案する．  

このソリューションは，分析の専門知識の乏しい現場担  

当者でも客観的な仮説立案・検証業務が行えるよう支援  

し，データ分析を経営に生かすことを目的にしている．  

などの多面的評価手法とその結果に対する要因分析を  

行い，実行経過や効果の検証を行う．   

このように，マネジメントサイクルにおいて，「評  

価」の重要性が重視されつつある．  

2．2 実務における評価  

評価手法に関しては，古くからORの分野でも取り上  

げられており，実務上有効なツールも多数研究されて  

きた．しかしこれらの研究はそれぞれ独立しているも  

のが多く，実際に業務で用いるためには，ツールを整理  

し体系化する必要がある．   

また，評価を行う現場担当者が，必ずしも分析の専門  

知識を持っているわけではない．現場担当者が実務の  

上でこれらの評価ツールを使えるようにするためには，  

それを有効に活用するための分析手順書のようなもの  

も合わせて用意する必要があるだろう．  2 評価の重要性   

2．1 PDSサイクルにおける評価  

一般に，仮説を立案し（Plan），その仮説を実行し  

（Do），効果を検証する（See）というマネジメントサイ  

クル1（以下，PDSサイクル）を回すことが重要だとされ  

ている．近年，政策評価の分野を中心に，そのサイクル  

を見直す動きがある【1ト   

何か新しい政策を計画する際，計画を立てる（Plan）  

前に現状を把握するために事前評価を行う（See），とい  

う流れが実態に合っているといえる．つまり，評価から  

始まるマネジメント・サイクルである．   

また，Seeだけではなく，PlanもDoもその実行過程  

において評価の要素を含んでいる．つまり，評価を中心  

にマネジメント・サイクルが回っているといえる． Plan  

で行う評価は事前評価であり，予測・シミュレーション  

などにより仮説の評価を行う．またDoやSeeで行う評  

価は現状（事後）評価である．ここでは、たとえばDEA  

3 エンドユーザ・モデリング  

近年，デー タ分析の分野では，エンドユーザ・モデ  

リングという考え方が提唱されており【2］，この考えを  

ベースとした研究も報告されている【4駆】【6トその定義  

は，（1）正確に定義されていないビジネス課題に対して  

有効なモデルを考案し，（2）入手できる膨大な生データ  

に対して適切なモデル分析を行うことに有効な結果を  

引き出し，（3）その結果をもとに他人を説得し，（4）組織  

に変化を起こさせる，活動とざれている【3ト   

変化の激しい時代において機会損失を回避するため  

には，2．1項で述べたような評価を中心としたPDSサイ  

クルを，変化の起きている現場で短期間に回す必要が  

ある．そのためには，分析の専門知識の乏しい現場担  

当者でも，日々の業務の中で分析を行うことができる  

環境の整備が重要となる．現場でのデータ分析を通し  

て業務プロセスの改善を目指すことは，エンドユーザ・  

モデリング環境の構築につながる．  

1一般的に，マネジメント・1イクルとしてPlan－Do－Check－Action  
からなるPDCAサイクルがあるが，本稿では，Check，Actionの  

2つを検証ステップとして1つにまとめたPDSサイクルを取り上げ  
た．  
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4．3 分析方法論  

分析方法論では，様々な視点からデータ分析手法を整  

理し体系化する1．いろいろな評価・要因分析手法を，評  

価の目的という視点から整理した目的別分析方法論や，  
対象となるデータの種類という視点から整理し∫たデー  

タ種別分析方法論などから構成され，分析の専門知識  
の乏しい現場担当者が日常業務の中で分析を行う際の，  
手順や手法選定の支援を行う．■  

早 ■ぁわりに   

本稿では，事前・事後評価手法や要国分析手法を実装  

した手法プログラム集と分析手順などをまとめた分析  

方法論からなる「評価指向分析ソリューション」を提案  

した．きまざまな評価を行うにあたって，現場担当者に  

よる分析だけでなく，チンドユーザ・モデリングにおけ  

る分析システム構築コンサルティングを行う際などに  

も，このソリューションが利用可能だと考える．t今後，  

実際のビジネス上の課題に対して適用することにより  

ソリュー ションの効果を検証し，新たな評価・要因分析  

手法の実装や，分析方法論の項目精錬・機能追加などを  

行う予定である．   
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図1：評価指向分析ソリューション 概念図  

4 評価指向分析ソリューショ．ン   

4．1 目的と概要  

「評価指向分析ソリューション」は，蓄積されたデー  

タを有効徳用したいというニーズに答えるため，マネ  

ジメントサイクルにおけるさまざまな評価を，現場担  

当者が業務の中に組み込めるよう支援することを目的  

とし，評価と要因分析の観点からさまざまな対象につ  

いての分析を実現できるソリューションである．   

「評価指向分析ソリューション」は，評価，要因分析  

手法を実草した「手嘩プログラム集」と分析の手順な  

どを体系化した「分析方法論」からなる．評価指向分析  

ソリューションの構成図を図1・に示す．  

4．2 手法プログラム集  

手法プログラム集は，評価コンポーネントと要因分  

析コンポーネントで構成されている．エンドユ「ザ・  

モデリングの観点より，各コンポーネントはシステム  

のプロ 

Excellをベースとしたマクロ集となっている∴   

評価コンポーネントでは，予測・シ 

費用対効果をど甲事前・事後評唖のための分析を行う．  

また要因分析ヲ 

マイニンケといった，評価の裏づけとなる要因を抽出  

するための分析を行う． 

1Microsoft・Excelはマイクロソフト社の登録商標  
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